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本資料についての注意点本資料についての注意点

•• 本資料に含まれます業績目標等の将来数値に本資料に含まれます業績目標等の将来数値に
つきましては、現時点で入手可能な情報に基づきつきましては、現時点で入手可能な情報に基づき
当社グループで判断したものであります。当社グループで判断したものであります。

•• 将来数値には様々な不確実要素が内在しており、将来数値には様々な不確実要素が内在しており、
実際の業績はこれらの将来数値と異なる場合が実際の業績はこれらの将来数値と異なる場合が
ありますので、この将来数値に全面的に依拠してありますので、この将来数値に全面的に依拠して
投資等の判断を行なうことは差し控えてください。投資等の判断を行なうことは差し控えてください。
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本決算のポイント

l ここ数年に渡り準備してきたマスプロダクション型開発体制が整っ
たことに伴い、収益拡大フェーズへの転換を果たした

l 本業として注力すべき事業分野を見極め、事業の「選択と集中」
の推進を加速

l 今後、キーとなる要素技術を自社で開発することにより、デジタ
ルテレビ、カーナビ等、今後更なる拡大が見込まれるネット家電
市場でのシェア維持・拡大の準備が完了

l 海外マーケットでのシェア拡大に向けた下地が整ったと同時に、
具体的な海外キャリアとのビジネスも進行中。今後、海外売上
拡大の見通し



Ⅰ．Ⅰ．ACCESSACCESSのビジネス展開の流れのビジネス展開の流れ
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ACCESS 搭載製品・出荷台数
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売上推移の傾向（1/2）
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売上推移の傾向（2/2）
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マスプロダクション型組織への変遷

コア
ソフトウェア

製品 製品 製品

ＳＤＫ

コア
ソフトウェア

製品製品

ＳＤＫ

・・・製品製品

ＳＤＫ

・・・

標準
ｿﾌﾄｳｪｱ

標準
ｿﾌﾄｳｪｱ

標準
ｿﾌﾄｳｪｱ

製品製品

ＳＤＫ

・・・

ACCESS

R&D 開発
本部

営業
本部

企画
本部

本部長室

第１
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ
開発部

第２
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ
開発部

第３
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ
開発部

基盤
開発部

注１）　FTC：Field Technical Center
注２）　SS部：Solution System部

コア
ソフトウェア

製品 製品 製品

コア
ソフトウェア

コア
ソフトウェア

ACCESS

R&D 開発部 営業部

Ｒ＆Ｄ： ４名
開発部： ３０名

当初の体制 旧体制（～2001/2） 現在の体制（2001/3～）

ACCESS

R&D 開発
本部

営業
本部
企画
本部

基盤
開発
本部

FTC
（注１）

第１
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ
開発部

第２
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ
開発部

第３
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ
開発部

開発
管理部
（QA等）

SS
部
（注２）

開発
推進室

今後の方向

l開発全体を管
理・推進する
機能を強化

l品質管理の
責任を持つ新た
な部署を設置

Ｒ＆Ｄ： １１名
開発本部： ６５名
（うちプロダクト開発部： ２９名）
（うち基盤開発部： ３６名）

Ｒ＆Ｄ： １７名
開発本部： ８１名
基盤開発本部： ３６名
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ネット家電のソフトウェア構造

ユーザーインターフェース部分

ドライバー層

ブラウザー
コア部分

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
（メール等）

ＣＰＵ

ウィンドウマネジャー層

ACCESS
研究開発室
担当部分

ACCESS
プロダクツ
開発本部
担当部分

各製品ごとの
合わせ込みが
必要な部分

＝

ネット家電のソフトウェア構造（模式図）

主に
ベンダーが
提供する部分
（ＯＳについては、

ACCESSが提供する
ケースあり）

どの製品でも
変わらない部分

＝

SDK化して
外部リソースを
活用

ＯＳ
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マスプロダクション型の開発スタイルへ

コアソフトウェア
の開発

コアソフトウェア
の開発

各製品への
組み込み

各製品への
組み込み

ＳＤＫの開発
・提供
（基盤開発
部門中心）

*SDK=Software
Development

Kit

・
・
・

ＳＤＫの提供によって、メーカー、ＶＡＲ等においても、各製品への
ソフトウェア組み込み作業を、より効率的に行なうことができる

ＳＤＫの提供によって、メーカー、ＶＡＲ等においても、各製品への
ソフトウェア組み込み作業を、より効率的に行なうことができる

ACCESS社内
での開発
（Ｒ＆Ｄ部門中心）

ＳＤＫ開発ＳＤＫ開発

ACCESS社内
（プロダクツ開発部門中心）

社外リソースによる開発
（メーカー、ＶＡＲ
（開発代理店）等）

社外リソースによる開発
（メーカー、ＶＡＲ
（開発代理店）等）

l 社外リソースを活用し、ロイ
ヤリティー収入比率を拡大！

l 3rdパーティーとの
アライアンスプログラム
“AAA（ACCESS Advanced 
Alliance）”も整備済み

l 受託開発需要の拡大に対し
ては、社外リソースをうまく
活用し、社内人員を増やさ
ずに対応可能！

l ACCESS社内での受託開発
は、戦略的製品を中心に
フォーカス
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ＶＡＲ，ＯＥＭアライアンスパートナー

★プログラムへの参加要項

• ACCESS所定のVAR/代理店契約、またはSI契約を
結んでいただく必要あり

★プログラムへの参加要項

• ACCESSによるAuthorized System Integratorとし
ての認定

•専属エンジニアのアサイン
•トレーニングの受講
• ACCESS製品の、2件以上の量産プロジェクト実績

★プログラム内容

•ACCESS製品を自社製品と組み合わせて、
または単独で販売およびサポートしていただ
くパートナー

★プログラム内容

•ACCESS製品のライセンシに対し、移植およ
びカスタマイズなどの受託開発ビジネスを独立
して行っていただくパートナー

量
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
こ
な
し
た
後
・
・
・

Authorized System IntegratorAuthorized System Integrator

◎株式会社メロン

Authorized DistributorAuthorized Distributor

◎アイティアクセス株式会社
◎株式会社イーストンエレクトロニクス

◎兼松デバイス株式会社
◎東芝情報システム株式会社

◎日本電気マイコンテクノロジー株式会社
◎株式会社日立マイクロソフトウェアシステムズ
◎Coventive　Technologies
◎Microware Systems Corporation
◎PalmPalm Technology. Inc.
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プロダクトカテゴリー拡大への対応

コアソフトウェア
の開発

コアソフトウェア
の開発 ＳＤＫの開発ＳＤＫの開発 各製品への

組み込み

各製品への
組み込み

コアソフトウェア
の開発

コアソフトウェア
の開発

カテゴリー別
標準ソフトウェア
開発

カテゴリー別
標準ソフトウェア
開発

カテゴリー別
ＳＤＫの開発

カテゴリー別
ＳＤＫの開発

カテゴリー別
標準ソフトウェア
開発

カテゴリー別
標準ソフトウェア
開発

カテゴリー別
ＳＤＫの開発

カテゴリー別
ＳＤＫの開発

カテゴリー別
標準ソフトウェア
開発

カテゴリー別
標準ソフトウェア
開発

各製品への
組み込み

各製品への
組み込み

各製品への
組み込み

各製品への
組み込み

各製品への
組み込み

各製品への
組み込み

カテゴリー別
ＳＤＫの開発

カテゴリー別
ＳＤＫの開発

プロダクトカテゴリーの
拡大に対応するために・・・

l インターネットTV
l ゲーム機
l PDA　　　　等

For i-mode

For CarNavi

For L-mode

・
・
・

・
・
・
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Ⅱ.シェア拡大
フェーズ

Ⅱ.シェア拡大
フェーズ

Ⅲ.収益拡大
フェーズ

Ⅲ.収益拡大
フェーズ

Ⅰ.市場立上げ
フェーズ

Ⅰ.市場立上げ
フェーズ

事業ステージの変遷

ネット家電
市場規模

時間

★

200220012000199919981997 2003

これまで準備してきた“マスプロダクション型”の
開発体制を活かして、収益を拡大していく

これまで準備してきた“マスプロダクション型”の
開発体制を活かして、収益を拡大していく

現在

l とにかく実際の製
品を世の中に出し、
ネット家電の可能
性を証明しながら、
自ら市場を作って
いく段階

l “デファクト”となる
ために、まずはシェ
アを拡大していくべ
き段階

l これまで準備して
きた体制を活用し
て、収益をあげて
いく段階

l 価格交渉力もＵＰし、
単価上昇

l 急拡大する市場に
対応するため、“マ
スプロダクション型”
の開発体制作りに
注力

Ⅲ．量産対応
フェーズ

Ⅲ．量産対応
フェーズ
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海外子会社の位置付け

コアソフトウェア
の開発

コアソフトウェア
の開発

カテゴリー別
標準ソフトウェア
開発

カテゴリー別
標準ソフトウェア
開発

各製品への
組み込み

各製品への
組み込み

カテゴリー別
ＳＤＫの開発

カテゴリー別
ＳＤＫの開発

メーカー、ＶＡＲ等の
外部リソースでの対応

・・・ 各地域別のローカライズに関しては、
各海外子会社でＳＤＫ開発の一部を
対応するケースあり

ACCESS 本社
（Japan)

ＡＳＡ（ＵＳ子会社）

ＡＳＥ（ヨーロッパ子会社）

アジア子会社（準備中）

今まで準備してきた資産（コアソフトウェア、カテゴリー別
標準ソフトウェア、ＳＤＫ等）をそのまま活用することによって、
追加の研究開発投資なしでの海外展開が可能

今まで準備してきた資産（コアソフトウェア、カテゴリー別
標準ソフトウェア、ＳＤＫ等）をそのまま活用することによって、
追加の研究開発投資なしでの海外展開が可能

対
応
拠
点

l 既にある資産
（コアソフト、ＳＤＫ
等）を活用して、海
外へ展開！
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海外キャリアの実情

l キャリア主導で、端末の仕様を決定し、
メーカーはそれに準じた端末を開発

l キャリアはメーカーから端末を買い上
げ、ユーザーへ販売（従って、端末は
キャリアブランド）

l ユーザー管理、課金・決済等を含め
た、トータルシステムについても、キャ
リアがリーダーシップを取って構築

l 端末メーカーが、各自の仕様で端末
を開発

l メーカーそれぞれが独自に、ユーザー
へ直接端末を販売（従って、端末はメー
カーブランド）

l サーバ側システムは、お抱えのＳＩベ
ンダー任せで、キャリアにはスキル・
ノウハウなし

日本 海外

キャリア主導で
モバイルインターネットビジネスの
市場を構築できた

キャリア主導で
モバイルインターネットビジネスの
市場を構築できた

キャリアには、モバイルインターネット
のようなトータルなサービス市場を
立ち上げる力がない

キャリアには、モバイルインターネット
のようなトータルなサービス市場を
立ち上げる力がない

ギ
ャ
ッ
プ
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海外子会社の付加価値

l ＡＳＡ（ＵＳ子会社）

２００３年後半に黒字化予定

l ＡＳＥ（ヨーロッパ子会社）

２００２年中に黒字化予定

海外現地における
組み込み開発拠点

海外キャリアへの
コンサルティング業務

サーバインテグレーションを
含めたトータルソリューション提供

＋

＋



Ⅱ．Ⅱ．ACCESSACCESSのの持つコア技術と持つコア技術と

今後の展開今後の展開
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インフラ進化に合わせたプロダクト開発

放送

移動体
通信

固定
通信

2000 2001

BSデジタル
放送開始

NetFront
MobileDTV
（地上波デジタル
＋IMT-2000）

★

2002 2003 2004 2005 2010

★
CS 110°
デジタル
放送開始

★
地上波
デジタル音声
放送開始

★
地上波
デジタルＴＶ
放送開始

各家庭に普及

★
IMT-2000
(W-CDMA)
サービス開始 第３世代

全国普及

放送蓄積型サービス

★
第４世代（次々世代）
携帯電話サービス
(2006-2010?)★

家庭電話向け
情報サービス ブロードバンド（高速・常時接続）

全国普及？

NetFront
for DTV

CNF 
NetFront

Aware Home
Home Gateway
(GlobeWare)
IPv6 Seamless

第４世代携帯
(IP-Phone)
向けのPlatform

NetFront
v3.0

・・・

・・・IPv6
NetFront

for Automotive

CDMA 1x
サービス開始

★
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次世代携帯電話に必要な要素技術

次世代ブラウザ
（ＷＡＰ２．０対応）

ＴＣＰ／ＩＰ　プロトコル
スタック（IPv6対応）

ＯＳ SSL通信モジュール

JAVA　VM

次世代携帯電話には、さまざまな要素技術が必要
⇒　ACCESSはそれらすべての技術を自前で提供可能
次世代携帯電話には、さまざまな要素技術が必要次世代携帯電話には、さまざまな要素技術が必要
⇒　⇒　ACCESSACCESSはそれらすべての技術を自前で提供可能はそれらすべての技術を自前で提供可能

Bluetooth / IrDA

プロトコルスタック

NetFront v3.0
Wireless Profile

AVE-Blue

v6

• インターネットを閲覧するための
中核ソフトウェア

• Javaアプリケーションを使えるよ
うにするためのプラットフォーム
ソフトウェア（実行環境）

• インターネット上でのデータ通信を
つかさどる通信ソフトウェア

• Wireless TCPへの対応も不可欠

• 外部機器との無線を通じた通信を
可能にするための通信ソフトウェア

• インターネット上で安全な通信を行な
うためのソフトウェア• 端末の機能全般を管理・制御するた

めのソフトウェア
• 省電力化が鍵となる
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各技術の機能・用途

ＷＡＰ２．０
対応ブラウザ

TCP/IP、
Wireless TCP

Bluetooth

IrDA

概要説明 用途（例）

• インターネット上のコンテンツを見るためのソ
フトウェア

• 次世代携帯電話では、今年８月に決まった
ＷＡＰ２．０仕様に準拠していることが必要と
される

• 次世代携帯電話（ＦＯＭＡなど）への搭
載

• その他情報端末（ＰＤＡ等）にも搭載さ
れていく

• インターネット上でのデータ通信をつかさど
る通信プロトコル（通信を行なうための“取り
決め”）

• Wireless TCPは、途中で切断しやすい等の
特徴をもつワイアレス通信に適した形にモディ
ファイした仕様

• パソコンのインターネット用通信から、
携帯電話のパケット通信まで、インター
ネットに接続されるほとんど機器で使わ
れている

• ２．４Ｇヘルツの周波数帯を使った無線通信
の仕様

• “近くにあれば自動的につながる”ため、利便
性が高く、今後の普及期待される通信仕様

• 携帯電話を初め、家庭内のネット家電
（ＴＶ、エアコン等）、および、自動販売機
などありとあらゆる機器への搭載が見
込まれる

• 赤外線を利用した無線通信 • 各種リモコンや、携帯電話など、すでに
さまざまな機器へ搭載されている

IPv6
• ＴＣＰ／ＩＰの一部をなすＩＰプロトコルの次世
代版

• すべてのネット機器に一対一でアドレスをふ
ることにより、利便性を高めるなどのメリット
がある

• 次世代携帯電話だけでなく、今後登場
するすべてのネット家電への搭載が見
込まれる

NetFront v3.0
Wireless Profile

AVE-Blue

v6

v6
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活用イメージ（例）

次世代携帯電話次世代携帯電話

コンビニで・・・

l コンビニに行けば、通話料・
データ料無料
（Bluetooth等の短距離通
信＋ブロードバンド）

l 店内KIOSKからオリジナル
電話へ、限定データのダウン
ロード（音楽、映像等）

l 商品受取、店舗決済

家庭で・・・

l テレビ番組と連動した、サ
イトにて商品購入

l さまざまな情報サービス、
金融サービス等の利用（携
帯電話を通じて決済も！）

屋外で・・・

l 屋外では、通常の携帯電
話として利用

l ボタン一発で、好みのコン
テンツ・サービスへ即アク
セス

l その場で、商品購入。受
取はコンビニで

Bluetooth TCP/IPで
インターネットへ

Bluetooth
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その他市場での取り組み

カーナビ市場 固定電話市場

デジタルテレビ市場 ＰＤＡ市場

l NetFront for Automotiveをカーナビ
向けブラウザとしてリリース済み

l カーナビメーカー、および、自動車メー
カー各社と共同検討・共同開発推進中

l ２００２年より、製品投入予定多数あり

l 固定電話向け標準ブラウザを開発済み
l 各メーカーの端末向けに標準ブラウザを
ベースにカスタマイズ

l 国内市場シェアは１００％。
l 今後も各社から
製品リリース有り

l NetFront for DTV
（BML＋HTML）開発
済み

l NetFront v3.0ベー
スのDTV向け次世代
ブラウザ開発中

l メーカー数社と次世代
ＤＴＶ開発推進中

l Ｐａｌｍ、ＥＰＯＣ向けの
NetFront開発がほぼ完了

l NetFront v3.0をベースと
したＰＤＡ製品が、メーカー
各社より2002年には市場
投入される予定
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CSデジタル放送
BSデジタル放送（2000年～）
地上波デジタル放送(2003年～）

自動検針
電力量制御
セキュリティサービス

PHS or WLL
TCP/IP
PPP

組み込み向け
JavaモジュールJV-Lite

NetFront for ITS
モバイル放送＋インターネット

電力会社

ケーブルTV
ISDN，ADSL
アナログ電話
光ケーブル

あらゆる機器を
ネットワーク対応に！

NetFront 
Compact NetFront
JV-Lite

すべての機器がネットにつながるすべての機器がネットにつながる
Connected HomeConnected Home＆＆MobileMobileのの実現実現

電力会社のインフラ

次世代携帯電話
IMT-2000

携帯電話は家庭内
コントロールの
リモコン２００x年 数１０億台

ACCESSが実現する近未来のイメージ
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アクセスパブリッシング事業

●　発売状況

創刊号 配本部数 １３１，８５０部
実売部数 　７３，０００部
（４０日目取次データより推定）

第２号 配本部数 １０５，０００部
実売部数 　６８，０００部
（１４日目取次データより推定）

★創刊号では、「有燐堂　恵比寿店」にて、
　　４５０冊完売

★第２号では、「八重洲ブックセンター」にて、
　　３５０冊完売

●　チャネル別販売状況

書店 ：５０％
コンビニ ：４０％
駅売店 ：１０％

●　読者層

男：女　＝　５５：４５

男性平均年齢：３５歳
女性平均年齢：３０歳

新進の出版社、かつ、最初の創刊誌としては
異例の販売実績であり、順調に推進中

新進の出版社、かつ、最初の創刊誌としては
異例の販売実績であり、順調に推進中


